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１｠ トライアルの目的 

� �������	�
���
���������������������� !"#�

��$%&�'����
()*&!+,���-./012��34�5���67

��8�9:;'�<�3=>?�@ABCD�;'�<����;�EF'��$ 

� G��'0HI�JK�LM��!NOP���QR�����ST�UV�WXY�

Z[\'�<�G����]^P_`a��b�c�����Ydefgh[��ij�

kl/m>����[nP
o�$p>�UV�qrgh[��sij�kl/m>���

�[nP
o�$ 

� tAuv(��w=�x(yz{|!}~j�w=�x�
���/012I�c{

|�(s����(�#>[�,o���$ 

� �>?��O�tAyz{|/�pP�����yz/��

I�[[s(G���/���O[(Q#��UV�WXY��

\'����Yd���/��I[[s(������{|/

"f���j>�[nP>$ 

� T����������U������� ¡¢C£¤:��

¥�I1�C£�¦§�s[���qr¨¤:�©���p?

M�<ª«�¬­/®�¯#>$°±����U������� ¡¢C£[��¥�I

1�C£¤:�8²���p?³´¦DC£�µ±[�>$ 

 

２｠ 対象地区 

本トライアルは、「東京都北区上十条一丁目西町会」会員及び「十條あすみの会」会

員を中心として行った。対象地区は「東京都北区上十条一丁目西町会」全域とし、実践

トライアルは対象地区内の路地とした。 

 

｠ １）十条地区の位置 

対象地区が含まれる東京都北区十

条地区は、東京区部の北部に位置し、

ＪＲ埼京線十条駅を中心とした地域

である。十条地区は、ＪＲ埼京線十条

駅から池袋に２駅7分、新宿に11分、

渋谷に 17 分となっている。また、隣

接するＪＲ京浜東北線東十条駅から

は東京駅に 23 分と都心部に非常に近

接した地区である。 
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｠ ２）十条地区の概況 

十条地区は、東京の環七沿いに広がるいわゆる「木造密集市街地」の一つであり、

４ｍ未満の狭隘道路を主体とした脆弱な都市基盤の上に、木造住宅が密集している地

区となっている。このため、十条地区では、十条地区 95ha(下図参照)において都の防

災都市づくり推進計画（旧防災生活圏促進事業）が進められているとともに、密集事

業（住宅市街地総合整備事業：上十条三・四丁目地区、上十条一丁目・中十条一～三

丁目地区）などの密集市街地を改善する事業が展開されている。 

｠ また、十条地区の南側及び東側ＪＲ東北線沿いは崖地となっており、十条地区その

ものは台地上に位置している。特に、南側崖沿いの地区は、旧陸軍に利用された大規

模用地であり、現在は学校や公園、財務省用地、自衛隊十条駐屯地等が立地しており、

これら一帯が都指定の避難場所となっている。 

｠ 十条地区には、その周辺も含めて大規模な商業施設の立地がなく、十条駅を中心と

していわゆる近隣型の商店街が縦横に発達し、賑わいのある商店街となっている。 

なお、地区の東側に隣接する東十条地区は、ＪＲ東北線と崖により分断され十条地

区とは別の生活圏となっている。 
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｠ ３）上十条一丁目西地区 
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３｠ トライアルの方法 
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１）第 1回ワークショップ 
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２）第２回ワークショップ 

｠ 上十条一丁目西地区内を「路地園芸探検」と題

して歩き、地区内の園芸の状況を視察した後、ト

ライアル対象路地を視察し、実際の園芸方策につ

いて、参加者により議論した。 
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３）第３回ワークショップ 

｠ 第 2回に検討した修景方法を実践した。 
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４｠ 第２回ワークショップにおける参加者提案｠

 

●�尾班の提案（ポストイット） 
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５｠ 路地園芸の実施｠
１）トライアルの従前従後 

①基本的な修景の方向について 

第 2 回ワークショップ終了後、ワークショップにおいてで体験を踏まえて、実践ト

ライアルにおいてどの様な修景を行うか、講師、事務局、十條あすみの会主要メンバ

ー及び公社スタッフで協議した。 
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｠ ②従前従後 
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２）路地園芸トライアルのまとめ 

今回のトライアルを終えて、以下のような成果と課題を得た。 

 

｠ ①成果 
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｠ 園芸を個人の楽しみとして行っている住民は多い。しかし、今回まちからの視点に

立って園芸を行った。その結果、通りかかった住民からきれいだと評価されたと、

参加した住民から謝辞をいただいた。 

¹� yz(ïI���Ü�Á�|¤ 

｠ 路地園芸探検の結果からも園芸を行っている住民は非常に多いが、これらの住民は

独学で行っている場合が多いと考えられる。今回のワークショップで、土の配合や

太陽光の当て方、植え方など様々な園芸に関する講義あるいは質疑応答が行われた。

園芸に関する技術や知識に対して、住民にニーズがあることが確認されたとともに、

今回のワークショップで参加者に対して技術や知識の向上が図られたと考える。 

¹� yz�(Ç�ÎÏÐ�÷f�e�M�< 

路地園芸探検により、同じ町内会でどの様な園芸がされているかが、一部では

あるが参加者に認識された。町会では、町内の路地園芸マップの作成を模索す

るに至っている。こういった取り組みを機会に、住民相互の園芸に関するネッ

トワークの形成が期待できる。 
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｠ ②残された課題 

¹� 2"
�¤:
�d} 

｠ 今回の路地園芸トライアルは、2項道路の問題や道路占有の問題を棚上げして

行った。実際に路地園芸を実践した路地も 2項道路であり、Y邸前は 2項道路後

退した部分に縁台を設置している。今回の配慮点としては、道路上に設置するも

のは、簡単に移動可能なものとして行った。｠
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３）｠ 終わりに 

｠ まちづくりの分野と園芸の分野の専門家とのコラボレーションによる、まちづくりへ

のアプローチを試行した。従来、まちづくりという場に参加しない住民の参加が見られ

たことから、一定の成果があったと考える。今回は、従来からまちづくりに理解のある

上十条一丁目西町会で行ったが、まちづくりの土壌がない地域においての地元に入って

いく一つの切り口を提示できたと考える。 

ワークショップの実施においては、地元の上十条一丁目西町会及び十條あすみの会の

皆さんの積極的な参加がなくては実現しなかった。地元の皆さんのご協力とご理解に深

く感謝します。 

また、株式会社グリーンダイナミクスの賀来宏和代表取締役及び片山陽介氏には、大

変忙しい時期に講師をお引き受けいただくだけではなく、様々なノウハウの提供ととも

に、土づくりなどに一緒に参加していただき、大変感謝しています。 

最後になったが、今回のトライアルを実施する上で、活動費を助成していただいた

（財）都市化研究公室に感謝するとともに、北区環境課には当初予定より多くの花苗な

どを供給していただき感謝します。 
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